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１．屋根入力処理 

  □屋根を入力していきます。 

   基本的に、屋根の入力方法は壁・コーナー・開口などと同じ方法です。 

  １－１．屋根入力を行います。 

    １．メインメニューで【入力】ボタンをクリックすると入力処理の画面が表示されます。 

    ２．表示したＢＭＰデータを下絵として、屋根の領域を入力していきます。 

    ３．【屋根データ処理】ボタンを選択(クリック)し、表示された屋根ボタンから屋根の種類のボタン 

      を選択します。 

    ４．表示された入力ボタンの屋根入力の２つの方法の中から適した入力方法を選択して屋根の入力 

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ②  ③ 

①処理ボタン 

 

 

②屋根ボタン 

 

 

屋根処理ボタン 

屋根の種類ボタン 

③入力ボタン 

 

２点入力・・・・基点となる１点と対角線上にある１点の二つの点を指示し四角形を入力して壁領域を 

入力します(矩形入力) 

※２点目を水平または垂直に入力するとフリー入力に切り替わります。 

フリー入力・・・任意の点を指示し閉じた対角形を入力して壁領域を入力します(多角形入力) 

２点入力ボタン フリー入力ボタン 
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    □２点入力 

     １．基点となる点(始点①)とその対角線上にある２点目(終点②)を指示(クリック)します。 

       (始点となる１点目を指示すると、終点を指示するまで青線でエリアを表示します。) 

     ２．設定された屋根領域が囲まれて表示されます。 

       （屋根の色設定は【環境設定】－【表示】－表示色で設定が可能です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※詳細設定画面について 

        【環境設定】－【立面入力】－入力ダイアログ表示設定のスイッチが ON の場合 

        詳細設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

    □フリー入力 

     １．下絵に沿って屋根領域となるエリアの各点を指示(クリック)します。 

      一筆書きの要領で１点目(始点)から順に点を指示してゆきます。最後に始点を指示して線分 

      を閉じ多角形の屋根領域を入力します。 

      (始点となる１点目を指示すると、線分が閉じるまで青線でエリアを表示します。) 

     ２．設定された屋根領域が囲まれて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始点① 

終点② 

始点①→終点②で２点を指示 

四角形の領域を設定します。 

② ③ ④ 

⑤ 
終点⑥ 

始点① 

始点①→②→③→④→⑤→終点⑥と点を指示 

(最後に始点①を指示して線分閉じる) 

多角形の領域を設定します。 
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   ⑤【屋根領域入力】の詳細画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

   ⑥入力した屋根に対して領域が画面表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   □伏図入力に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    屋根伏図の入力で【伏図入力】にチェックを入れると伏図からの面積が計算されます。 

 【立面情報２】・【立面情報９】・【立面情報１０】に屋根面積が表示されます。 

屋根勾配入力 
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  ２－１.屋根入力の修正機能 

   □ボタン表示のない屋根の修正機能 【削除】・【情報】・【コピー】 

   １．ボタン表示の機能と同様に、入力した屋根に修正を加える場合に使用します。 

   ２.【屋根データ処理】ボタンを選択し、屋根ボタンから【選択】ボタンをクリックします。 

   ３.修正作業をおこなう屋根を選択(クリック)し(選択した屋根は黄緑色で表示されます)、 

     その後右クリックをおこないます。下記のような選択処理方法画面が表示されます。 

     【削除】・【情報】・【コピー】から必要な機能の箇所をクリックして【ＯＫ】ボタンを押します。 

① 処理ボタン 

 

 

② 屋根ボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■削除 

   選択した屋根を削除します。 

  ■情報 

   屋根情報画面が表示されます。 

  ■コピー 

   選択した屋根を他の立面へコピーします。 

   ※コピー機能の詳細については、操作マニュアルの＜３－Ｃ 立面の壁処理＞をご参照ください。 

 

② ①  

屋根を選択した後、右クリックすると選択処理方法画面が表示されます。 

処理方法を選択し(チェックを入れ)【ＯＫ】ボタンを押します。 

①処理ボタン 

 

 

②屋根ボタン 

 

 

屋根データ処理ボタン 

選択ボタン 

 
 
※【次】・【前】のボタンをクリックすると屋根の種類の 

ボタンが改ページします。 
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２．屋根集計処理 

 ２－１.集計処理 

   １．集計処理画面を表示します。 

   ２．すべてのタグ(各立面と立面合計)を集計する場合は、【全面処理】ボタンを選択します。 

    各表示立面に集計する場合は、タグを変更してそれぞれの立面に【面処理】ボタンを選択します。 

   ３．壁パネルと同様に屋根の面積の集計結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２－２.表示切替による集計確認 

   １．集計処理を行った結果の部材を表示し確認・増減率(増減量)を入力することができます。 

   ２．表示したい表示分類のボタンを選択します。 

     【内訳表示】ボタンを選択すると、下記のように内訳のみが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集計機能の詳細については操作マニュアル<６．集計>をご参照ください。 

屋根面積 

実数 

集計結果の数値 

総合データ 

表示ボタン 

 
 
 
 

全面処理ボタン 面処理ボタン 

屋根の種類の面積の集計 

値が表示されます。 

増減率・増減値を入力する 

ことができます。 

 
 
 
 
 

総合データ表示 

ボタン 

内訳表示ボタン 
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３．屋根積算処理 

 ３－１.積算処理 

   １．積算・印刷処理画面を表示します。 

   ２．すべての帳票を積算する場合は、【全処理】ボタンを選択します。 

     それぞれの表示帳票に積算する場合はタグを変更してそれぞれの帳票に【面処理】ボタンを 

     選択します。 

   ３．帳票の積算項目に屋根面積の項目がある場合、積算結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※積算機能の詳細については操作マニュアルの＜７．積算・印刷＞をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 全面処理ボタン 面処理ボタン 
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４．屋根のマスター設定  

 ４－１.屋根の種類の設定 

   □屋根のマスター設定は、壁パネルとほぼ同じ形で登録されます。 

    立面・・・屋根・・・屋根名称登録 

 

   １．メインメニューから【マスター】ボタンを選択し、【立面】タグ・入力補助の【屋根】ボタンを 

     選択します。(立面入力画面の【マスター変更】ボタンからでもマスター設定画面を表示すること 

     が出来ます。) 

   ２．下記のような屋根名称画面が表示されます。最大２０まで屋根名称の登録を行うことが出来ます。 

   ３．新規に屋根名称を登録する場合は登録したいタグを選択し、名称を入力します。 

   ４．既に入力されている屋根名称を変更する場合は、変更するタグを選択して名称を変更入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※マスター登録・変更についての詳細は、操作マニュアルの＜８－Ａ マスター設定概要＞をご参照 

    ください。 

４－２.屋根の帳票設定 

   □帳票項目への屋根の登録は・変更は壁パネルと同様です。種別の項目として下記の 

    項目が追加されます。 

 

   ■屋根の種別項目一覧 

    総屋根面積   ・・・・入力した屋根領域の総面積 

    各屋根面積(内訳)・・・・入力した屋根領域の種類ごとの面積 

 

   ※帳票の登録・変更についての詳細は、操作マニュアルの＜８－Ｇ 共通マスター設定(出力帳票)＞ 

    をご参照ください。 
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５．環境設定 

 ５－１.屋根の表示色設定 

   １．入力画面での屋根の色設定を行います。 

   ２．環境設定画面の【表示】タグを選択します。屋根の表示色は【表示色－屋根表示色】で設定され 

     ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５－２．屋根の表示設定 

   １．入力画面での屋根の表示・寸法表示有無の設定を行います。 

   ２．環境設定画面の【表示】タグを選択し、【表示設定－基本表示】を選択します。 
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 ５－３．屋根の初期入力方法設定 

    １．データ入力時の屋根の設定を行います。 

    ２．環境設定画面の【立面入力】タグを選択します。 

      【初期入力方法】で屋根の入力方法を２点入力・フリー入力から選択します。 
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